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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学
専攻）

博士（文学、文乙第7号）

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

　本年度は、万葉研究の最難関の雑誌『萬葉』に論文が採用となった。また、折口信夫研究も一連
の業績を上げることができて満足している。昨年執筆した『魂の古代学』（新潮社刊）が、12月に
角川財団学芸賞に選ばれた。高い評価を受けたことを励みとして、今後も精進したい。

全国大学国語国文学会学会賞選考委員、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日
本文学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任
理事、古事記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論の方法論の摸索、折口信夫の方法論の再検討

　授業においては、第一回のＦＤ委員会の公開授業を担当することができた。厳しい批判を受けた
が、今後の授業改善に役立てたい。

平城宮跡の国営公園化に関わる委員や独立行政法人の人事の委員などを務めた。

国文学科の学科主任として、学科の運営にあたった。多忙の年であった。

万葉文化論



① 遥かなる時を超
え て オ ペラ
「遣唐使」～阿
倍仲麻呂～

共著

② 万葉びとの奈良 単

① 難波津歌典礼唱
和説批判―いわ
ゆる「万葉歌木
簡」研究覚書

単

② 折口信夫と憑依
感覚―「神の
嫁」試論―

単

③ 馬場南遺跡出土
木簡臆説―ヤマ
トウタを歌うこ
と―

単

④ 「書殿にして餞
酒する日の倭
歌」の論

単

⑤ 難波津歌の伝―
いわゆる安積山
木簡から考える
―

単

⑥ 折口信夫の小説
「神の嫁」の時
空―万葉歌から
作られた物語―

単 2010年3月 『叙説』第37号、奈
良女子大学文学部・
国語国文学会

215頁～229頁。折口信夫の「神
の嫁」の小説と古典との関わり
を論じた論文。

新作オペラの原作と脚本と台本
を手掛けた。

万葉集と奈良との関わりについ
て分かりやすく述べた論。

29頁～52頁。『万葉集』巻五に
収載されている大伴旅人送別歌
群を二歌群に分けて分析した論
文。そこから古代官人社会の送
別宴のありようと歌の伝来につ
いて考察を行った。

90頁～100頁。近年の歌木簡の出
土状況を踏まえて、いわゆる難
波津歌の伝の分析をした論文。

50頁～65頁。歌木簡の用途につ
いて従来説を批判する論文。

818頁～833頁。折口信夫の最初
期小説にあらわれた感覚的表現
を分析した論文。

244頁～264頁。新出の歌木簡に
ついてその用途について考察し
た論文。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名
称 概　　　　　　　要

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

2010年3月

『国文学』第54巻第6
号、学燈社

青木周平先生追悼論
文集刊行会編『青木
周平先生追悼 古代
文芸論叢』、おうふ
う

『國學院雑誌』第１
１０巻第１１号、國
學院大學

『萬葉』第206号、萬
葉学会

『文学・語学』第196
号、全国大学国語国
文学会

2009年4月

2009年11月

2009年11月

2010年3月

新潮社

ROLEX TIME DAY2009年11月

2010年3月


